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グローバルシステムデザイン学科 吉田淳一（Junichi YOSHIDA） 
      
A configuration for a vegetable factory has been examined from the viewpoint of energy 
effectiveness. It was shown that solar-energy-driven vegetable factories still has subjects which need 
further study but has great potential, especially in snowy, northern areas, by using bifacial solar cells 










約 230kWh であった。 特徴的なのは、冬季 2-3 月の発電量が他の月と比べて高いことで，
垂直設置であることと受光面が両面にあることにより，雪面での反射による反射光を効率
よく発電に使えるからである。小規模植物工場（日産株数 50 株程度）を想定し，定植から
収穫までの日数を 20 日と仮定すると，必要とする全植えつけ株数は約 1,000 株である。栽
培する植物の種類にも依存するが，我々が従来から検討しているルッコラは，8cm ポットを
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